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19．冬季から春季の強い土壌乾燥はレモンの着果に悪影響を及ぼす 

 

1．背景とねらい 

冬季温暖な瀬戸内地域では，レモンの栽培と面積拡大が行われている。広島県のレモン

生産量は，年々増加しているが，1999年産は台風等の気象災害がほとんどなかったにもか

かわらず前年の71%に低下した。この原因として，1月から5月の降水量が平年の82%と少な

かったことが影響したと考えられるため，ポット植え樹を用いて土壌乾燥処理の影響を明

らかにする。 

 

2．成果の内容 

1）1月または3月に，日中の葉の水ポテンシャルが-2.2～-2.0MPa程度に強い乾燥処理を行

うと，満開期（5月8日，5月乾燥処理区は処理未実施）における完全花率は3月土壌乾燥

区では対照区より約24%低下する（図1）。 

2）春花由来の着果数は，全ての土壌乾燥区で対照区より少ない。また，夏花由来の着果

数は，3月土壌乾燥区が1月および5月土壌乾燥区より少ない。春花由来の着果数と夏花

由来の着果数を加えた総着果数は，3月土壌乾燥区が対照区および他の土壌乾燥区より

少ない（図2）。 

3）収量は，対照区の6.9kgに対し，3月土壌乾燥区では3.9kgで約43%少ない（表1）。 

4）果実重は，対照区の124gに対し，3月土壌乾燥区では155gで約24%大きい（表1）。 

5）酸度と果皮色のa値（赤色の程度）は，全ての土壌乾燥区で対照区より低い（表1）。 

6）果皮色のb値（黄色の程度）は，3月土壌乾燥区が対照区より低い（表1）。 

7）以上の結果から，冬季から春季の土壌乾燥，特に3月の土壌乾燥はレモンの収量およ

び果実品質に悪影響を及ぼすと考えられる。 

 

3．利用上の留意点 

1）レモンの着果を安定させるため，冬から春季，特に3月に土壌が乾燥しないようかん

水を行う必要がある。 

（果樹研究部） 
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4．具体的データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 土壌乾燥処理時期の違いとレモンの完全花率 

表1 かん水量の違いがレモンの収量および果実形質に及ぼす影響 

注1）試験は，30Lポット植え道谷系「ビラフランカ」を用い，雨除けハウス内で行った。乾燥処理は， 
   ポットへのかん水を停止し，日中の葉の水ポテンシャルが-2.2～-2.0MPaに達した時点（土壌 
   含水率2.7～4.2%）で終了し，それ以外は土壌水分pF2程度で管理した。調査は，満開期 
  （2009年5月8日，5月乾燥処理は未実施）に行った。完全花率は，花の雌性器官が健全なも 
   のを完全花として算出した。また対照区は，土壌水分pF2程度を維持（葉の水ポテンシャル 
   -1.1～-0.5MPa，土壌含水率17.7～19.1%）。 
 2）図中の縦棒は，標準誤差を示す（n=4）。 
 3）カッコ内は乾燥処理期間を示す（なお，5月乾燥処理区は，5/11～5/14）。 

図2 土壌乾燥処理時期の違いとレモンの着果数 
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注1）同一アルファベット間には，5%の危険率で有意差なし（Tukey法，n=4）。 
 2）カッコ内は乾燥処理期間を示す。 

注1）2009年12月15日に収穫し，春花由来の果実を分析。収量は，春花由来および夏花由来果実の総重量。 
2）同一アルファベット間には，5%の危険率で有意差なし（Tukey法，n=4）。 
3）果汁割合は，果実を赤道部で切り，市販のレモン絞り器で絞った果汁の重量を果実重で除して算出。 
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